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（著者）ヘレナ・ドゥニチ=ニヴィンスカ 

1915 年ウィーン生まれ、ポーランドのルヴフ（現

ウクライナのリヴィウ）で育つ。1943年10月～1945
年 1 月ビルケナウ強制収容所で、番号 64118、女

性音楽隊第一バイオリン。戦後はクラクフ在住。 
「日本について考える時、わたしの念頭に浮か

ぶのは、大勢のショパンコンクールに参加する日

本の若者、そしてコンクールの日本人受賞者です。

ショパンの音楽は普遍的で、その美しさは世界中

の人の心を動かします。ナチス・ドイツはショパン

の音楽を禁制の曲にしましたが、有刺鉄線に囲ま

れたアウシュヴィッツ=ビルケナウ強制収容所の中

でも演奏されました。わたしもまた、その女性音楽

隊の一メンバーでした。」（日本語版への序文より） 

（訳者）田村和子 
1944 年札幌市豊平区で生まれる。札幌東高

校・北大理学部卒。現在はポーランドに風景の似

た岩手県金ヶ崎町鳥ノ海地区に在住。 
1979～80 年虫博士の夫と子どもとともにポーラ

ンドのクラクフ市で生活、ポーランドの人々と文化に

魅了され、1993～94 年クラクフのヤギェウォ大学に

語学留学、1996～97 年東京外国語大学研究生、

1997～98 年クラクフ教育大学で児童文学を学ぶ。 
（主な訳書）マウゴジャタ・ムシェロヴィチ作『クレ

スカ 15 歳：冬の終わりに』（1990、岩波書店） / 
『金曜日うまれの子』（1996、同） / 『ナタリヤとい

らいら男』（1998、未知谷） / 『竜の年』（1999、同） 
/ 『ノエルカ』（2002、同） / 『嘘つき娘』（2008、同） 
/ 『ロブロイェクの娘』（2012、同） / 『ちびトラとル

ージャ』（2014、同）、ヨアンナ・ルドニャンスカ作

『竜の年』（1999、同） / 『ブリギーダの猫』（2011、

同）、イヴォナ・フミェレフスカ作『ブルムカの日記：

コルチャック先生と 12 人の子どもたち』（共訳、

2012、石風社）、ヴァンダ・ジュウキェフスカ文&レ

オニヤ・ヤネツカ画『いとしのマーニャ：キュリー夫

人の少女時代』（1987、草の根出版会）、ユゼフ・

ヴィルコン絵&ピョトル・ヴィルコン文『カツペル、話

してごらん!』（1989、グリーンピース出版会）、マリ

ア・シポフスツィ&アンジェイ・シポフスツィ著『ガラ

スの盾：ナチスからワルシャワ王宮を守った人たち

の物語』（1995、同）、エルジビェタ・アダミャク著

『沈黙の存在：教会における女性の役割』（共訳、

2008、サンパウロ） 
（主な著書）『生きのびる：クラクフとユダヤ人』

（2000、草の根出版会）、『ワルシャワの春：わたし

が出会ったポーランドの女たち』（2003、同）、『ワル

シャワの日本人形：戦争を記憶し、伝える』（2009、

岩波ジュニア新書）、紙芝居『わたしはテイコです』

（絵 児玉智江&文 田村和子、2016、私家版） 


